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第７２回 日本理学療法学会 終了について（ご報告とお礼） 

 

謹啓 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 標記学会の準備、運営につきましては、格段のご支援とご協力をいただき、心

より感謝申し上げます。 

 本学会は、協会本部が主催並びに担当し、約一年の準備期間を経て一日学会

として執り行いましたが、会員の皆様及び多方面より高い評価をいただき、無

事に終了することができました。 

 私たちには、本学会で学んだ知識と技能を生かし、理学療法従事者として業

務に取り組んで参る使命と役割があると考えております。 

 本学会開催にご協力いただきました皆様には、直接ご挨拶にお伺いするとこ

ろですが、先ずは文書にてお礼申し上げます。 

 終わりに、皆様のご健康とますますのご活躍をお祈り申し上げます。 

謹白 

 


